
鈴す
ず

木き 
佳よ

し

秀ひ
で

フ
ェ
リ
ス
女
学
院
学
院
長

　

大
塩
武
前
学
院
長
の
任
期
満
了
に
伴
う

後
任
と
し
て
、
４
月
１
日
付
け
で
就
任
し

た
新
学
院
長
（
任
期
４
年
）
は
１
９
４
４

年
熊
本
県
生
ま
れ
。
国
際
基
督
教
大
学
卒
。

同
大
学
院
教
育
学
研
究
科
修
士
課
程
を
経

て
、
１
９
７
６
年
ア
メ
リ
カ・

カ
リ
フ
ォ

ル
ニ
ア
州
の
ク
レ
ア
モ
ン
ト
大
学
院
大
学

に
留
学
。
１
９
８
２
年
に
申
命
記
研
究
で

学
位
を
取
得
（Ph.D

.

）。
新
潟
大
学
人
文

学
部
長
、
同
大
学
大
学
院
現
代
社
会
文
化

研
究
科
長
、
敬
和
学
園
大
学
学
長
を
歴
任
。

専
門
は
旧
約
聖
書
学
。

　

新
潟
大
学
で
大
綱
化
に
よ
る
教
養
部
解

体
を
経
験
し
、
以
来
、
教
養
教
育
の
再
構

築
を
課
題
と
し
て
い
る
。「
何
か
の
た
め
に

生
き
る
人
は
多
い
が
、
誰
か
の
た
め
に
生

き
る
こ
と
を
大
切
に
」
と
学
生
た
ち
に
語

り
か
け
て
き
た
が
、
フ
ェ
リ
ス
女
学
院
の

教
育
理
念
で
あ
るFor O

thers

に
深
い
共

感
を
覚
え
て
い
る
と
抱
負
を
語
っ
て
い
る
。

　

フ
ェ
リ
ス
女
学
院
大
学
で
は
、メ
ア
リ
ー・

Ｅ・
キ
ダ
ー
宣
教
師
に
始
ま
る
建
学
の
精

神
を
よ
り
深
め
「
新
し
い
時
代
を
切
り
拓

く
女
性
」を
目
標
に
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
を

策
定
し
、
改
革
を
実
行
に
移
し
つ
つ
あ
る
。

　

主
な
著
作
に
平
成
２
年
度
日
本
学
士
院

賞
受
賞
『
申
命
記
の
文
献
学
的
研
究
』
の

ほ
か
、『
ヘ
ブ
ラ
イ
ズ
ム
法
思
想
の
源
流
』

『
旧
約
聖
書
の
女
性
た
ち
』『
ア
ブ
ラ
ハ
ム

―
約
束
を
背
負
わ
さ
れ
た
父
と
子
』
な

ど
。
訳
書
に
岩
波
版
旧
約
聖
書
『
申
命
記
』

『
ヨ
シ
ュ
ア
記・

士
師
記
』『
十
二
小
預
言

書
』、
マ
ー
ク・

リ
ラ
『
神
と
国
家
の
政
治

哲
学

―
政
教
分
離
を
め
ぐ
る
戦
い
の
歴

史
』
な
ど
が
あ
る
。

髙た
か

島し
ま 

一か
ず

路み
ち

福
岡
女
学
院
大
学
学
長

　

木
ノ
脇
悦
郎
前
学
長
の
退
任
に
伴
い
、

４
月
１
日
付
で
就
任
し
た
。

　

髙
島
学
長
は
１
９
４
９
年
福
岡
県
直
方

市
生
ま
れ
。
１
９
７
１
年
国
立
音
楽
大
学

器
楽
科
を
卒
業
。
１
９
８
４
年
に
福
岡
女

学
院
短
期
大
学
専
任
講
師
に
就
任
し
て
以

来
、
助
教
授
、
教
授
を
経
て
、
２
０
０
０

年
短
期
大
学
学
長
に
就
任
。
２
０
０
１
年

か
ら
福
岡
女
学
院
高
等
学
校・

中
学
校
校

長
、
２
０
１
２
年
か
ら
は
一
般
市
民
に
も

リ
カ
レ
ン
ト
教
育
を
提
供
す
る
天
神
サ
テ

ラ
イ
ト
の
所
長
を
歴
任
。
そ
の
間
、
円
滑

な
校
務
に
尽
力
し
、
理
事・

評
議
員
と
し

て
も
学
院
の
重
責
を
担
っ
て
き
た
。

　

専
門
分
野
は
キ
リ
ス
ト
教
音
楽
で
、
一

般
教
養
と
し
て
の
基
礎
教
育
を
実
践
し
て

き
た
。
室
内
楽
研
究
会
を
主
宰
し
、
専
門

で
あ
る
ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト
の
演
奏
を
通
し
て

社
会
貢
献
も
行
っ
て
い
る
。
若
々
し
く
エ

ネ
ル
ギ
ッ
シ
ュ
な
行
動
力
、
幅
広
い
見
識
、

温
か
い
人
柄
、
適
切
な
指
導
に
、
学
生
や

教
職
員
、
保
護
者
か
ら
の
人
望
が
厚
い
。

　

福
岡
女
学
院
は
、
今
年
創
立
１
３
０
周

年
を
迎
え
、
長
い
歴
史
の
中
で
キ
リ
ス
ト

教
に
よ
る
女
子
の
人
格
教
育
を
中
心
に
教

育
活
動
を
続
け
て
き
た
。
グ
ロ
ー
バ
ル
な

情
報
社
会
の
時
代
を
生
き
抜
く
た
め
、
福

岡
女
学
院
大
学
は
そ
の
歴
史
と
伝
統
を

も
っ
て
、
時
代
の
求
め
る
教
育
を
実
践
し

て
い
る
。
福
岡
女
学
院
の
教
育
の
伝
統
は

一
人
ひ
と
り
が
「
自
分
ら
し
く
生
き
る
教

育
」
で
あ
り
、
自
由
で
豊
か
な
教
養
と
感

性
を
も
ち
愛
と
平
和
の
精
神
に
よ
り
国
際

社
会
に
貢
献
す
る
女
性
を
育
て
る
こ
と
が

本
学
の
使
命
で
あ
る
と
、
学
長
は
語
る
。

新
会
員
代
表
者
紹
介

新
会
員
代
表
者
紹
介
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山や
ま

田だ 
耕こ

う

太た敬
和
学
園
大
学
学
長

　

鈴
木
佳
秀
前
学
長
の
退
任
に
伴
い
、
６

月
１
日
付
で
山
田
耕
太
教
授
が
第
四
代
学

長
に
就
任
し
た
。

　

山
田
新
学
長
は
１
９
５
０
年
東
京
生
ま

れ
。
千
葉
大
学
教
育
学
部
卒
業
後
、
国
際

基
督
教
大
学
大
学
院
比
較
文
化
研
究
科
修

士
課
程
を
修
了
し
、
１
９
８
６
年
に
イ
ギ

リ
ス・

ダ
ラ
ム
大
学
神
学
系
大
学
院
で

Ph.D
.

を
取
得
。
１
９
９
１
年
、
敬
和
学

園
大
学
の
開
学
と
同
時
に
人
文
学
部
助
教

授
と
し
て
着
任
、
１
９
９
５
年
に
教
授
と

な
っ
た
。

　

本
学
で
は
教
務
部
長
、
Ｆ
Ｄ・

カ
リ
キ
ュ

ラ
ム
委
員
長
と
し
て
教
学
の
充
実
と
質
の

向
上
に
取
り
組
み
、
２
０
０
４
年
に
は
改

組・

新
設
の
共
生
社
会
学
科
の
学
科
長
、

２
０
０
９
年
か
ら
は
副
学
長
と
し
て
教
育

全
般
の
改
革
に
尽
力
。
ま
た
、
キ
リ
ス
ト

教
学
校
教
育
同
盟
中
央
教
育
委
員
、
大
学

基
準
協
会
評
価
委
員
を
歴
任
。

 
専
門
領
域
は
新
約
聖
書
学
。
著
書
に
は

『
新
約
聖
書
と
修
辞
学
』、『
フ
ィ
ロ
ン
と
新

約
聖
書
の
修
辞
学
』、『
新
約
聖
書
の
礼
拝
』

な
ど
が
あ
る
。
現
在
は
日
本
基
督
教
学
会

員
、
日
本
聖
書
学
研
究
所
員
、
日
本
新
約

学
会
理
事
で
あ
る
。

　

新
学
長
は
、
キ
リ
ス
ト
教
主
義
リ
ベ
ラ

ル・

ア
ー
ツ
教
育
に
よ
る
人
間
教
育
を
基
盤

と
し
、
地
域
社
会
に
貢
献
す
る
人
物
育
成

の
た
め
、
実
践
的
学
び
を
強
化
す
る
地
域

学
ア
ク
テ
ィ
ブ・

ラ
ー
ニ
ン
グ
導
入
を
推

進
し
て
い
る
。
目
標
は
、
教
員
と
学
生
の

距
離
が
近
い
「
敬
和
フ
ァ
ミ
リ
ー
」
か
ら
、

愛
と
希
望
の
あ
ふ
れ
る
学
び
の
共
同
体

「
敬
和
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
」の
創
造
で
あ
る
。

冨と
み

田た 

信の
ぶ

穗ほ

常
磐
大
学
学
長

　

森
征
一
前
学
長
の
任
期
満
了
に
伴
い
、

冨
田
信
穗
教
授
が
４
月
１
日
付
で
学
長
に

就
任
し
た
。
任
期
は
４
年
。

　

冨
田
新
学
長
は
、
１
９
４
８
年
愛
知
県

豊
橋
市
生
ま
れ
。
１
９
７
１
年
立
教
大
学

法
学
部
卒
業
、
１
９
７
３
年
同
大
学
大
学

院
法
学
研
究
科
修
士
課
程
修
了
。
１
９
７

６
年
慶
應
義
塾
大
学
大
学
院
法
学
研
究
科

博
士
課
程
を
単
位
取
得
退
学
後
、
同
年
常

磐
学
園
短
期
大
学
（
現・

常
磐
短
期
大
学
）

専
任
講
師
。
１
９
８
３
年
に
常
磐
大
学
設

立
と
同
時
に
人
間
科
学
部
助
教
授
、
１
９

９
５
年
同
教
授
。
２
０
１
０
年
同
学
部
長
、

２
０
１
４
年
副
学
長
に
就
任
。

　

専
門
は
犯
罪
学・

被
害
者
学
。
近
年
は

犯
罪
、
事
故
な
ど
の
被
害
者
な
ど
へ
の
支

援
を
中
心
に
研
究
。
こ
の
成
果
を
活
用
し
、

内
閣
府
や
警
察
庁
な
ど
の
犯
罪
被
害
者
等

施
策
の
策
定
な
ど
に
関
与
。
こ
の
分
野
に

関
す
る
著
書・

論
文
が
多
数
あ
る
。

　

本
学
は
学
校
法
人
常
磐
大
学
が
設
置
す

る
大
学
で
あ
り
、
大
学
院
三
研
究
科
お
よ

び
人
間
科
学
部
、国
際
学
部
、コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

振
興
学
部
の
三
学
部
を
擁
す
る
。
ま
た
同

法
人
が
設
置
す
る
学
校
に
は
、
常
磐
短
期

大
学
、
常
磐
大
学
高
等
学
校
、
智
学
館
中

等
教
育
学
校
、
常
磐
大
学
幼
稚
園
が
あ
る
。

　

新
学
長
に
は
、「
実
学
を
重
ん
じ
真
摯
な

態
度
を
身
に
つ
け
た
人
間
を
育
て
る
」
と

の
建
学
の
精
神
お
よ
び
「
自
立・

創
造・

真
摯
」
の
教
育
理
念
を
継
承
す
る
と
同
時

に
、
こ
れ
ら
を
一
層
推
し
進
め
、
研
究
、

教
育
お
よ
び
地
域
連
携
活
動
な
ど
を
通
じ

て
、
社
会
に
貢
献
で
き
る
次
代
の
人
材
を

育
成
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。

新
会
員
代
表
者
紹
介

新
会
員
代
表
者
紹
介
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大お
お

村む
ら 

英え
い

昭し
ょ
う

筑
紫
女
学
園
大
学
学
長

　

筑
紫
女
学
園
大
学
の
大
村
英
昭
学
長
は
、

本
年
４
月
１
日
付
で
学
長
に
就
任
し
た
。

大
村
学
長
は
１
９
４
２
年
生
ま
れ
。
１
９

７
０
年
京
都
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
博

士
課
程
単
位
修
得
満
期
退
学
。
専
門
は
宗

教
学
、
社
会
学
で
、
主
な
著
書
は
『
現
代

社
会
と
宗
教
―
宗
教
意
識
の
変
容
』『
日
本

人
の
心
の
習
慣
―
鎮
め
の
文
化
論
』
な
ど

多
数
。
主
な
社
会
活
動
は
「
独
立
行
政
法

人
大
阪
医
療
セ
ン
タ
ー
倫
理
委
員
」「
一
般

社
団
法
人
社
会
調
査
協
会
副
理
事
長
」
な

ど
、
現
在
も
活
動
中
で
あ
る
。

　

筑
紫
女
学
園
大
学
は
本
年
４
月
か
ら
、

文
学
部
、
人
間
科
学
部
に
続
き
、
複
雑
に

変
化
す
る
答
え
の
見
え
な
い
時
代
を
生
き

抜
く
力
を
獲
得
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た

「
現
代
社
会
学
部
」
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
る
な

ど
、
新
し
い
「
筑
女
づ
く
り
」
に
取
り
組

ん
で
い
る
。

　

こ
れ
ま
で
の
教
育・

研
究・

社
会
貢
献

の
柱
か
ら
な
る
中
期
計
画
を
徹
底
的
に
検

証・
分
析
し
、
２
０
１
７
年
度
か
ら
の
中

長
期
計
画
に
生
か
す
と
と
も
に
、
同
学
部

の
学
生
に
社
会
調
査
士
の
資
格
取
得
を
促

す
考
え
で
あ
る
。

　

政
府
は
重
点
施
策
の
一
つ
に
女
性
の
社

会
進
出
、
他
方
で
は
地
方
創
生
を
挙
げ
て

い
る
。
今
ま
さ
に
、「
福
岡
に
伝
統
を
刻
む

女
子
大
学
と
し
て
時
代
の
追
い
風
を
感
じ

て
い
る
」
と
語
り
、
地
元
企
業
へ
の
イ
ン

タ
ー
ン
シ
ッ
プ
や
産
学
官
連
携
を
拡
充
し
、

女
性
の
社
会
進
出
の
後
押
し
を
図
っ
て
い

き
た
い
と
抱
負
を
述
べ
る
。

　

趣
味
は
ク
ラ
シ
ッ
ク
音
楽
鑑
賞
、
読
書
。

大
阪
市
生
ま
れ
。
72
歳
。

髙た
か

見み 

令よ
し

英ひ
で国

際
武
道
大
学
学
長

　

蒔
田
実
前
学
長
の
任
期
満
了
に
伴
い
、

４
月
１
日
付
で
髙
見
令
英
教
授
が
学
長
に

就
任
し
た
。

　

髙
見
新
学
長
は
１
９
５
７
年
鳥
取
県
生

ま
れ
。
１
９
８
１
年
筑
波
大
学
第
二
学
群

人
間
学
類
（
心
理
学
主
専
攻
）
を
卒
業
後
、

中
央
職
業
能
力
開
発
協
会
、
日
本
障
害
者

雇
用
促
進
協
会
（
現 

独
立
行
政
法
人 

高

齢・
障
害・

求
職
者
雇
用
支
援
機
構
）
な

ど
に
勤
務
し
、
１
９
９
４
年
４
月
に
国
際

武
道
大
学
体
育
学
部
の
講
師
と
し
て
着
任

し
、
１
９
９
７
年
４
月
助
教
授
、
２
０
０

１
年
４
月
に
教
授
に
昇
任
。
そ
の
後
、
２

０
０
２
年
か
ら
大
学
入
試
セ
ン
タ
ー
長
、

学
生
相
談
室
長
、
大
学
附
属
図
書
館
長
な

ど
を
歴
任
し
、
２
０
１
１
年
か
ら
４
年
間
、

副
学
長
を
務
め
る
。

　

研
究
分
野
は
心
理
学
、
教
育
学
、
科
学

教
育・

教
育
工
学
。著
書
に
は『
福
祉
心
理

学
』（
共
著
、
学
芸
図
書
）、『
ヒ
ュ
ー
マ
ン

サ
ー
ビ
ス
に
関
わ
る
人
の
た
め
の
学
校
臨

床
心
理
学
』（
共
著
、
文
化
書
房
博
文
社
）、

『
ヒ
ュ
ー
マ
ン
サ
ー
ビ
ス
に
関
わ
る
人
の
た

め
の
教
育
心
理
学
』（
共
著
、
文
化
書
房
博

文
社
）、『
ヒ
ュ
ー
マ
ン
サ
ー
ビ
ス
に
関
わ

る
人
の
た
め
の
改
訂
人
間
関
係
学
』（
共

著
、
文
化
書
房
博
文
社
）
な
ど
が
あ
る
。

　

国
際
武
道
大
学
は
、
創
立
32
年
目
を
迎

え
た
体
育
大
学
で
あ
る
。
武
道・

ス
ポ
ー

ツ
の
教
育
者
、
指
導
者
を
育
成
す
る
た
め
、

「
正
義
」
と
「
平
和
」
か
ら
な
る
武
道
精
神

を
探
求
し
続
け
な
が
ら
、「
武
道・

ス
ポ
ー

ツ
で
社
会
を
豊
か
に
す
る
」
使
命
を
果
た

す
べ
く
、
教
育
活
動
、
研
究
活
動
、
社
会

貢
献
活
動
に
邁
進
し
て
い
る
。

新
学
長
紹
介

新
学
長
紹
介
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斉さ
い

藤と
う

　
言こ

と

子こ

神
戸
女
学
院
大
学
学
長

　

飯
謙
学
長
の
任
期
満
了
に
伴
い
、
４
月

１
日
付
で
斉
藤
言
子
音
楽
学
部
音
楽
学
科

教
授
が
学
長
に
就
任
し
た
。

　

斉
藤
新
学
長
は
１
９
５
４
年
生
ま
れ
。

神
戸
女
学
院
大
学
音
楽
学
部
卒
業
、
同
研

究
生
修
了
。
イ
タ
リ
ア
声
楽
コ
ン
コ
ル
ソ

に
優
勝
、
ミ
ラ
ノ
大
賞
を
受
賞
し
、
イ
タ

リ
ア
ミ
ラ
ノ
ヴ
ェ
ル
デ
ィ
音
楽
院
に
留
学
。

本
学
に
は
１
９
８
８
年
か
ら
音
楽
学
部

（
声
楽
）
専
任
講
師
と
し
て
勤
務
。
助
教
授

を
経
て
、
１
９
９
９
年
か
ら
教
授
。

　

専
門
は
声
楽
。
イ
タ
リ
ア
留
学
時
に
は

マ
リ
オ・

デ
ル・

モ
ナ
コ
国
際
オ
ペ
ラ
歌

手
コ
ン
ク
ー
ル
に
最
年
少
で
参
加
、
４
位

入
賞
お
よ
び
モ
ナ
コ
賞
を
受
賞
。
ま
た
、

国
際
声
楽
コ
ン
ク
ー
ル
パ
ヴ
ィ
ア
（
第
３

位
）、
ロ
ー
デ
ィ
（
審
査
員
特
賞
）、
ベ
ッ

リ
ー
ニ
（
ベ
ッ
リ
ー
ニ
の
声
賞
）
な
ど
受

賞
多
数
。
現
在
ま
で
数
々
の
オ
ペ
ラ
出
演

や
宗
教
曲
ソ
リ
ス
ト
を
務
め
、
リ
サ
イ
タ

ル
、
放
送
、
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
と
の
共
演
な

ど
、
幅
広
い
演
奏
活
動
を
展
開
し
て
い
る
。

大
阪
国
際
音
楽
コ
ン
ク
ー
ル
最
優
秀
指
導

者
賞
、
和
歌
山
市
文
化
功
労
賞
受
賞
。

　

関
西
二
期
会
副
理
事
長
、
日
本
演
奏
連

盟
会
員
、
宝
塚
演
奏
家
連
盟
会
員
、
Ｎ
Ｈ

Ｋ
全
国
音
楽
コ
ン
ク
ー
ル
な
ど
各
種
声
楽

コ
ン
ク
ー
ル
審
査
員
。

　

１
８
７
５
年
に
ア
メ
リ
カ
人
女
性
宣
教

師
に
よ
っ
て
創
設
さ
れ
た
神
戸
女
学
院
は
、

今
年
創
立
１
４
０
周
年
を
迎
え
る
。
創
立

当
初
か
ら
の
教
育
理
念
の
一
つ
で
あ
る
リ

ベ
ラ
ル
ア
ー
ツ
教
育
を
自
ら
体
現
す
る
斉

藤
学
長
の
就
任
に
、
学
内
外
か
ら
期
待
が

寄
せ
ら
れ
て
い
る
。

大お
お

槻つ
き 

勝よ
し

紀の
り大

阪
医
科
大
学
学
長

　

第
10
代
学
長
と
し
て
、
６
月
１
日
付
で

大
阪
医
科
大
学
学
長
に
就
任
し
た
。

　

大
槻
学
長
は
１
９
５
２
年
堺
市
生
ま
れ
。

１
９
７
８
年
大
阪
医
科
大
学
医
学
部
医
学

科
卒
業
後
、
同
大
学
産
科
婦
人
科
学
教
室

に
在
籍
し
、
１
９
８
６
年
同
大
学
大
学
院

修
了
。
そ
の
後
、
同
大
学
第
一
解
剖
学
教

室
助
手
と
な
り
、
１
９
８
６
年
同
大
学
講

師
、
１
９
８
８
年
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
国
立

大
学
留
学
、
１
９
８
９
年
大
阪
医
科
大
学

助
教
授
を
経
て
、
１
９
９
１
年
同
大
学
教

授
。
そ
の
後
、
学
生
部
長
、
教
育
機
構
長
、

学
務
部
長
、広
報・

入
試
部
長
、学
校
法
人

同
大
学
評
議
員
、
理
事
、
参
与
を
兼
務
し

た
。
学
外
で
は
東
京
医
科
大
学
客
員
教
授
、

日
本
生
殖
免
疫
学
会
常
任
理
事
、
日
本
臨

床
分
子
形
態
学
会
常
任
理
事
、
日
本
リ
ン

パ
学
会
理
事
な
ど
を
務
め
て
い
る
。
専
門

研
究
領
域
は
女
性
生
殖
器
の
ア
ポ
ト
ー
シ

ス
で
、
論
文・

著
書
はCyclic bcl-2 gene 

expression in hum
an uterine endo -

m
etrium

 during m
enstrual cycle, 

Lancet,343: 28-29, 1994, A
poptotic 

detection m
ethods 

―from
 m

or- 
phology to gene

―, Progr. H
istoch. 

Cytoch., 38: 283-339, 2003,

『
臓
器
別
ア

ポ
ト
ー
シ
ス
証
明
法
』（
編
集
、
南
江
堂
、

２
０
０
０
年
）
な
ど
多
数
。

　

新
学
長
は
、創
立
以
来
、大
阪
医
科
大
学

に
継
承
さ
れ
て
き
た
国
際
的
視
野
に
立
ち

社
会
に
貢
献
で
き
る
医
療
人
の
育
成
を
信

条
と
し
、
医
学
教
育
分
野
別
評
価
基
準
に

基
づ
い
た
国
際
認
証
を
受
け
る
べ
く
教
育

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
改
革
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

新
学
長
紹
介

新
学
長
紹
介
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川か
わ

島し
ま 
明あ

き

子こ

園
田
学
園
女
子
大
学
学
長

　

富
永
嘉
男
前
学
長
の
任
期
満
了
に
伴
い
、

４
月
１
日
付
で
就
任
。
任
期
は
４
年
。

　

新
学
長
は
１
９
５
０
年
鹿
児
島
県
生
ま

れ
。
１
９
７
３
年
九
州
大
学
農
学
部
食
糧

化
学
工
学
科
卒
業
。
農
学
博
士
。
園
田
学

園
女
子
大
学
短
期
大
学
助
手
を
経
て
、
１

９
９
８
年
園
田
学
園
女
子
大
学
短
期
大
学

部
専
任
講
師
。
２
０
０
２
年
に
園
田
学
園

女
子
大
学
人
間
健
康
学
部
に
異
動
し
、
２

０
０
７
年
か
ら
教
授
。
同
学
部
食
物
栄
養

学
科
長
、
学
部
長
、
学
校
法
人
園
田
学
園

評
議
員
等
を
歴
任
し
現
在
に
至
る
。

　

専
門
は
、
脂
質
化
学
、
食
品
科
学
。
酵

素
を
利
用
し
た
構
造
脂
質
の
製
造
法
の
開

発
や
食
の
安
全
性
を
主
た
る
テ
ー
マ
と
し

て
研
究
に
従
事
し
た
。

　

主
要
著
書
に
、『
食
品
衛
生
学
』（
共

著
）、『
食
品
衛
生
学
実
験
』（
共
著
）（
以

上
光
生
館
）
な
ど
が
あ
る
。

　

社
会
活
動
に
お
い
て
は
、
あ
ま
が
さ
き

「
食
」の
安
全・

安
心
市
民
会
議
議
長
、尼
崎

市
食
育
推
進
会
議
会
長
な
ど
を
務
め
て
い
る
。

　

新
学
長
は
就
任
に
あ
た
り
、「
他
者
と
支

え
合
う
人
間
の
育
成
」
を
大
学
の
理
念
と

し
て
、
女
子
の
教
育
機
関
と
し
て
他
者
と

の
「
和
」
を
大
切
に
し
、
幅
広
く
社
会
の

「
輪
」
の
中
で
活
躍
し
続
け
る
自
立
し
た
女

性
の
育
成
を
掲
げ
て
い
る
。
こ
れ
を
実
践

す
る
教
育
の
場
で
は
、「
経
験
値
教
育
」
と

い
う
コ
ン
セ
プ
ト
に
反
映
さ
せ
て
い
る
。

学
生
時
代
に
失
敗
と
成
功
を
繰
り
返
す
具

体
的
な
経
験
を
重
ね
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

生
き
る
知
恵
を
学
び
、
自
信
を
持
っ
て
社

会
で
生
き
抜
く
人
間
力
を
備
え
た
学
生
を

育
て
た
い
と
願
っ
て
い
る
。

佐さ

久く

間ま 

賢け
ん

祐ゆ
う

苫
小
牧
駒
澤
大
学
学
長

　

小
堀
訓
男
前
学
長
の
任
期
満
了
に
伴
い
、

４
月
１
日
付
で
佐
久
間
賢
祐
教
授
が
学
長

に
就
任
し
た
。

　

佐
久
間
新
学
長
は
１
９
６
５
年
宮
城
県

生
ま
れ
。
１
９
８
８
年
駒
澤
大
学
仏
教
学

部
を
卒
業
。
１
９
９
３
年
駒
澤
大
学
大
学

院
仏
教
学
専
攻
博
士
課
程
を
満
期
退
学
。

１
９
９
８
年
ま
で
曹
洞
宗
宗
学
研
究
所
研

究
所
員
を
努
め
、
そ
の
間
曹
洞
宗
大
本
山

永
平
寺
に
特
殊
安
居
。
１
９
９
８
年
苫
小

牧
駒
澤
大
学
開
学
と
同
時
に
講
師
と
な
る
。

助
教
授・

准
教
授
を
経
て
２
０
０
９
年
か

ら
教
授
。

　

専
攻
は
曹
洞
宗
学
。「
身
の
威
儀
を
律
す

る
に
心
も
随
っ
て
転
ず
る
な
り
」
道
元
の

言
葉
に
触
発
さ
れ
律
蔵・

清
規・

禅
戒
と
、

一
貫
し
て
仏
教・

禅
に
お
け
る
生
活
の
形

に
つ
い
て
研
究
を
重
ね
て
き
た
。『
道
元
読

み
解
き
事
典
』（
共
著
、
柏
書
房
）、「
中
日

文
化
交
流
の
歴
史
と
禅
の
思
想
一・

二
」

（
北
京
大
学
）、「
禅
仏
教

―
哲
学
的
に
思

惟
す
る
」（
韓
国
東
ア
ジ
ア
仏
教
文
化
学
会

編
）
な
ど
が
あ
る
。

　

大
学
を
取
り
巻
く
経
営
環
境
が
一
層
の

厳
し
さ
を
増
す
中
、
新
学
長
は
歴
代
最
年

少
の
40
代
、
新
発
想
と
機
動
性
で
新
し
い

大
学
作
り
を
め
ざ
し
て
い
る
。

　

苫
小
牧
駒
澤
大
学
の
教
育
の
理
念
「
行

学
一
如
」（
理
論
と
実
践
の
融
合
に
よ
る
人

間
形
成
）、「
信
誠
敬
愛
」
の
実
現
と
、
国

際
文
化
学
部
の
グ
ロ
ー
カ
ル
な
教
育
の
推

進
、
小
規
模
校
の
最
大
の
強
み
で
も
あ
る
、

丁
寧
で
厚
み
の
あ
る
育
成
支
援
型
教
育
を

め
ざ
し
て
、
日
々
、
学
生
に
声
が
け
を
怠

ら
な
い
。

新
学
長
紹
介

新
学
長
紹
介

1342015.7　大学時報



大お
お

城し
ろ

光て
る

正ま
さ

京
都
産
業
大
学
学
長
。
’78
広
島
大
学
大

学
院
文
学
研
究
科
博
士
課
程
修
了
。
博
士
（
文
学
）。

外
国
語
学
部
長
、
副
学
長
な
ど
を
経
て
現
職
。
主
著

『
印
欧
ア
ナ
ト
リ
ア
諸
語
概
説
』
ほ
か
。

 

市い
ち

川か
わ

太た

一い
ち

広
島
修
道
大
学
学
長
。
本
連
盟
監
事
。

慶
應
義
塾
大
学
法
学
研
究
科
博
士
課
程
政
治
学
専
攻

単
位
取
得
退
学
。
博
士
（
法
学
）。
’96
か
ら
’02
ま
で
学

長
を
務
め
、
’10
よ
り
２
期
目
の
学
長
に
就
任
。

清き
よ

成な
り

忠た
だ

男お

事
業
構
想
大
学
院
大
学
学
長
。東
京
大
学

経
済
学
部
卒
。法
政
大
学
総
長・

理
事
長
、学
事
顧
問
、

日
本
私
立
大
学
連
盟
副
会
長
、
大
学
基
準
協
会
会
長

な
ど
を
歴
任
。主
著『
現
代
日
本
の
大
学
革
新
』ほ
か
。

大お
お

沼ぬ
ま

　
淳す

な
お

学
校
法
人
文
化
学
園
理
事
長・

文
化
学

園
大
学
学
長
。日
本
私
立
大
学
協
会
会
長
。海
軍
兵
学

校
76
期
修
了
生
。人
事
院
を
経
て
’60
よ
り
現
職
。文
部

省
大
学
設
置
審
議
会
委
員
を
は
じ
め
、
公
職
を
歴
任
。

寺て
ら

﨑さ
き

昌ま
さ

男お

東
京
大
学・

立
教
大
学
名
誉
教
授
。
東

京
大
学
大
学
院
修
了
。
教
育
学
博
士
。
日
本
教
育
学

会・

大
学
教
育
学
会
会
長
、
立
教
学
院
本
部
調
査
役

な
ど
を
歴
任
。
主
著
『
大
学
教
育
の
可
能
性
』
ほ
か
。

土つ
ち

持も
ち

ゲ
ー
リ
ー
法ほ

う

一い
ち

帝
京
大
学
高
等
教
育
開
発
セ

ン
タ
ー
長・

教
授
。
コ
ロ
ン
ビ
ア
大
学
大
学
院
修
了
。

教
育
学
博
士
号
取
得
。
専
門
は
戦
後
教
育
改
革
史
、

比
較
教
育
学
、
大
学
教
授
法
。

羽は

田た

貴た
か

史し

東
北
大
学
高
度
教
養
教
育・

学
生
支
援

副
機
構
長
、
大
学
教
育
支
援
セ
ン
タ
ー
長
。
専
門
は

教
育
学
。
主
著
『
戦
後
大
学
改
革
』
ほ
か
。

杉す
ぎ

谷た
に

祐ゆ

美み

子こ

青
山
学
院
大
学
教
育
人
間
科
学
部
教

授
。
’00
早
稲
田
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
博
士
後
期

課
程
退
学
。
修
士
（
文
学
）。
’15
よ
り
現
職
。
編
著

『
大
学
の
学
び

―
教
育
内
容
と
方
法
』
な
ど
。

牧ま
き

野の

美み

穂ほ

文
部
科
学
省
高
等
教
育
局
専
門
教
育
課

課
長
補
佐
。
青
山
学
院
大
学
法
学
部
卒
。
’06
文
部
科

学
省
に
入
省
し
、
義
務
教
育
、
ス
ポ
ー
ツ
、
文
化
、

研
究
開
発
行
政
に
携
わ
り
、
’14
よ
り
現
職
。

白し
ら

井い

克か
つ

彦ひ
こ

放
送
大
学
学
園
理
事
長
、早
稲
田
大
学
学

事
顧
問
、日
本
オ
ー
プ
ン
オ
ン
ラ
イ
ン
教
育
推
進
協
議

会
理
事
長
。早
稲
田
大
学
大
学
院
理
工
学
研
究
科
博
士

課
程
修
了
。工
学
博
士
。早
稲
田
大
学
第
15
代
総
長
。

藤ふ
じ

江え

昌ま
さ

嗣つ
ぐ

明
治
大
学
副
学
長
、
社
会
連
携
機
構
長
、

経
営
学
部
教
授
。
神
戸
大
大
学
院
経
済
学
研
究
科
博

士
課
程
退
学
。
京
都
大
学
博
士
（
経
済
学
）
統
計
学

専
攻
。
岩
手
大
、
東
京
農
工
大
を
経
て
’12
よ
り
現
職
。

石い
し

井い

育い
く

子こ

上
智
大
学
大
学
院
博
士
前
期
課
程
文
学

研
究
科
新
聞
学
専
攻
。
立
命
館
大
学
文
学
部
史
学
科

卒
業
後
、
㈱
エ
フ
エ
ム
東
京
入
社
。
制
作
部
門
な
ど

を
経
て
報
道・

情
報
セ
ン
タ
ー
部
長
。
現
在
休
職
中
。

五い

十が

嵐ら
し

久ひ
さ

也や

学
校
法
人
芝
浦
工
業
大
学
理
事
長
。

芝
浦
工
業
大
学
工
学
部
建
築
学
科
卒
業
。
鹿
島
建
設

入
社
、
同
社
常
務
取
締
役
、
三
井
住
友
建
設
代
表
取

締
役
社
長
を
経
て
、
２
０
１
０
年
６
月
よ
り
現
職
。

山や
ま

口ぐ
ち

泰や
す

史ふ
み

東
北
公
益
文
科
大
学
特
任
講
師
。
’01
東

京
大
学
大
学
院
理
学
系
研
究
科
地
球
惑
星
科
学
専
攻

博
士
課
程
単
位
取
得
退
学
。
㈱
フ
ィ
デ
ア
総
合
研
究

所
を
経
て
、
’14
よ
り
現
職
。
専
門
は
人
口
地
理
学
。

木き

村む
ら

英ひ
で

樹き

東
海
大
学T

o-Collabo

推
進
室
長
、

チ
ャ
レ
ン
ジ
セ
ン
タ
ー
所
長
、
工
学
部
教
授
。
博
士

（
工
学
）。
ソ
ー
ラ
ー
カ
ー
チ
ー
ム
総
監
督
、
主
著

『
ソ
ー
ラ
ー
カ
ー
で
未
来
を
走
る
』
ほ
か
。

執筆者 ・ 出席者のご紹介（掲載順）
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大お
お

江え 

篤あ
つ
し

園
田
学
園
女
子
大
学
人
間
教
育
学
部
教

授
、
同
大
学
地
域
連
携
推
進
機
構
副
機
構
長
。
関
西

学
院
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
博
士
課
程
単
位
取
得

退
学
。博
士（
歴
史
学
）。主
著『
日
本
古
代
の
神
と
霊
』。

山や
ま

川か
わ

肖あ
ゆ

美み

広
島
修
道
大
学
副
学
長
、
ひ
ろ
し
ま
未

来
協
創
セ
ン
タ
ー
長
。
’96
広
島
大
学
大
学
院
教
育
学

研
究
科
博
士
課
程
単
位
取
得
退
学
。
著
書
『
生
涯
学

習
理
論
を
学
ぶ
人
の
た
め
に
』
な
ど
。

田た

中な
か

聡と
し

明あ
き

文
部
科
学
省
ス
ポ
ー
ツ・

青
少
年
局
競

技
ス
ポ
ー
ツ
課
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク・

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク

室
長
。
文
科
省
入
省
後
、医
学
教
育
課
課
長
補
佐
、高

等
教
育
政
策
室
長
等
を
経
て
、
本
年
４
月
よ
り
現
職
。

上う
え

杉す
ぎ

め
ぐ
み
愛
知
大
学
法
学
部
准
教
授
。’09
明
治
学

院
大
学
法
学
研
究
科
博
士
後
期
課
程
修
了
。
博
士（
法

学
）。消
費
者
庁
企
画
課
事
務
官
を
経
て
、
’10
よ
り
現

職
。
研
究
テ
ー
マ
は
消
費
者
問
題
。

久ひ
さ

松ま
つ

英え
い

二じ

龍
谷
大
学
国
際
学
部
長
。
’93
ウ
ィ
ー
ン

大
学
大
学
院
神
学
専
攻
博
士
課
程
修
了
。
神
学
博
士
。

専
門
は
東
方
教
会
神
秘
主
義
思
想
、
比
較
宗
教
思
想
。

主
著
『
祈
り
の
心
身
技
法
』
ほ
か
。

小お

川が
わ

　
功い

さ
お

跡
見
学
園
女
子
大
学
観
光
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

学
部
長
。
博
士
（
経
済
学
）。
ニ
ッ
セ
イ
基
礎
研
、
滋

賀
大
学
を
経
て
、
’15
よ
り
現
職
。
観
光
社
会
学
。
主

著
『
観
光
デ
ザ
イ
ン
と
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
デ
ザ
イ
ン
』。

大お
お

西に
し

晴は
る

樹き

明
治
学
院
大
学
経
済
学
部
教
授
、
キ
リ

ス
ト
教
史
学
会
理
事
長
。
法
政
大
学
卒
、
神
奈
川
大

学
大
学
院
博
士
課
程
退
学
、
学
術
博
士
（
経
済
学
）。

著
書
『
キ
リ
ス
ト
教
学
校
教
育
史
話
』
な
ど
。

宗む
ね

本も
と

晋し
ん

作さ
く

立
命
館
大
学
理
工
学
部
准
教
授
。
’08
京

都
大
学
大
学
院
工
学
研
究
科
博
士
課
程
修
了
。
博
士

（
工
学
）。
’10
よ
り
現
職
。
’15
日
本
建
築
学
会
賞
（
業

績
）。

髙た
か

橋は
し

章し
ょ
う

建け
ん

学
校
法
人
成
蹊
学
園
財
務
部
長
。
’85
成

蹊
大
学
法
学
部
法
律
学
科
卒
業
後
、
学
校
法
人
成
蹊

学
園
に
入
職
、
’07
同
大
学
企
画
運
営
課
長
を
経
て
、
’13

よ
り
現
職
。

丁ち
ょ
ん　
龍よ

ん

鎮じ
ん

芝
浦
工
業
大
学
国
際
部
長
。
’88
米
国
の

大
学
留
学
後
（
経
営
学
部
卒
業
）、
証
券
会
社
勤
務
を

経
て
、
’97
よ
り
芝
浦
工
業
大
学
に
入
職
し
、
現
在
に

至
る
。

茂も

木ぎ

友ゆ
う

三ざ
ぶ

郎ろ
う

キ
ッ
コ
ー
マ
ン
株
式
会
社
取
締
役
名

誉
会
長 

取
締
役
会
議
長
、
公
益
財
団
法
人
日
本
生
産

性
本
部
会
長
。
藍
綬
褒
章
受
章
。
慶
應
義
塾
大
学
法

学
部
卒
業
後
、
コ
ロ
ン
ビ
ア
大
学
経
営
大
学
院
で
経

営
学
修
士
を
取
得
。
キ
ッ
コ
ー
マ
ン
代
表
取
締
役
社

長
、
会
長
の
ほ
か
、
コ
ロ
ン
ビ
ア
大
学
名
誉
理
事
、

慶
應
義
塾
評
議
員・

理
事
、
中
央
教
育
審
議
会
副
会

長
な
ど
を
歴
任
。

山や
ま

岡お
か

三み
つ

子こ

フ
リ
ー
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
。
学
習
院
大
学

卒
。
立
教
大
学
大
学
院
21
世
紀
社
会
デ
ザ
イ
ン
研
究

科
博
士
後
期
課
程
修
了
。
博
士
（
社
会
デ
ザ
イ
ン

学
）。
名
古
屋
短
期
大
学
客
員
教
授
。

〈お断り〉本稿は、お書きいただいた資料から、できる限り統一して掲載いたしました。
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●
５
月
12
日
㈫　
第
２
回
常
務
理
事
会
、

第
２
回
理
事
会
に
出
席

●
５
月
18
日
㈪　

全
私
学
連
合・

代
表

者
会
議
に
出
席

●
５
月
22
日
㈮　
「
私
学
振
興
協
議
会
」

に
出
席　

清
家
篤
全
私
学
連
合
代
表

（
当
連
盟
会
長
）
か
ら
、
平
成
26
年
度
補

正
予
算
や
27
年
度
予
算
に
お
け
る
、
私

立
学
校
施
設
の
耐
震
化
に
対
す
る
格
段

の
支
援
、
税
制
改
正
に
お
け
る
学
校
法

人
へ
の
個
人
寄
附
に
か
か
る
税
額
控
除

要
件
の
緩
和
措
置
へ
の
格
段
の
配
慮
へ

の
謝
意
を
含
め
た
あ
い
さ
つ
が
あ
っ
た
。

そ
の
う
え
で
、
①
各
私
立
学
校
の
基
盤

経
費
で
あ
る
私
学
助
成
の
さ
ら
な
る
拡

充　

②
私
立
学
校
施
設
の
耐
震
改
築・

改
修
事
業
促
進
に
対
す
る
支
援
の
大
幅

な
拡
充　

③
私
立
大
学
等
経
常
費
補
助

金
の
拡
充　

④
大
学
入
試
に
お
け
る
私

学
の
工
夫
や
多
様
な
形
態
の
後
退
や
一

律
化
に
つ
な
が
る
こ
と
の
な
い
大
学
入

試
制
度
改
革　

の
主
に
４
点
を
要
請
し

た
。

●
５
月
27
日
㈬　

自
由
民
主
党
文
部
科

学
部
会
高
大
接
続
改
革
に
関
す
る
小
委

員
会
に
出
席　
「
高
大
接
続
改
革
に
関
す

る
小
委
員
会
」
の
第
４
回
と
な
る
会
合

で
は
、
日
本
私
立
大
学
団
体
連
合
会
（
私

大
団
連
）、（
一
社
）
国
立
大
学
協
会
、

（
一
社
）
公
立
大
学
協
会
の
大
学
３
団
体

か
ら
高
大
接
続
改
革
に
関
し
て
意
見
聴

取
を
行
っ
た
。

　

私
大
団
連
の
清
家
篤
会
長
か
ら
は
、

大
学
は
自
分
の
頭
で
考
え
る
こ
と
の
で

き
る
人
を
育
て
る
機
関
で
あ
る
と
い
う

意
味
か
ら
、
中
央
教
育
審
議
会
に
よ
る

高
大
接
続
改
革
等
に
か
か
る
答
申
の
基

本
理
念
に
つ
い
て
は
同
感
と
し
た
う
え

で
、
私
立
大
学
の
独
自
性
の
尊
重
と
多

様
な
入
試
制
度
は
、
多
様
な
学
生
選
抜

と
い
う
高
大
接
続
の
理
念
か
ら
も
最
大

限
維
持
さ
れ
る
べ
き
で
あ
り
、
新
テ
ス

ト
の
一
律
な
適
用
は
絶
対
に
避
け
る
べ

き
旨
の
意
見
開
陳
が
な
さ
れ
た
。

●
６
月
２
日
㈫　
第
３
回
常
務
理
事
会
、

第
３
回
理
事
会
に
出
席

●
６
月
４
日
㈭　

日
本
私
立
大
学
団
体

連
合
会・

役
員
会
、
総
会
に
出
席

●
６
月
23
日
㈫　

第
１
回
定
時
総
会
に

出
席

開
催
報
告

◉
２
０
１
５
年
６
月
20
日
㈯

「
Ｆ
Ｄ
推
進
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
【
専

任
教
職
員
向
け
】」
開
催

　

私
大
連
盟
教
育
研
究
委
員
会
Ｆ
Ｄ
推

進
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
運
営
委
員
会
は
、

「
高
等
教
育
に
お
け
る
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ

ザ
イ
ン
～
今
、
私
立
大
学
の
教
育
支
援

に
求
め
ら
れ
る
『
合
理
的
配
慮
』
と
は
？

～
」
を
テ
ー
マ
に
、
Ｔ
Ｋ
Ｐ
市
ヶ
谷
カ

ン
フ
ァ
レ
ン
ス
セ
ン
タ
ー
（
千
代
田
区
）

に
て
専
任
教
職
員
向
け
の
Ｆ
Ｄ
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
。
38
の
加
盟
大
学
か

ら
78
人
の
教
職
員
の
ご
参
加
が
あ
り
ま

し
た
。

お
詫
び
と
訂
正

　

３
６
２
号
に
つ
き
ま
し
て
、
①
「
目

次
」
に
お
い
て
、
特
集
の
原
稿
を
ご
執

筆
い
た
だ
き
ま
し
た
金
沢
大
学
の
岡
田

先
生
の
お
名
前
に
誤
り
が
あ
り
ま
し 

た
。
正
し
く
は
「
岡
田
努
」
先
生
で
す
。

②
24
ペ
ー
ジ
下
段
に
掲
載
の
ア
ー
ノ
ル

ド・

Ｊ・

ト
イ
ン
ビ
ー
博
士
が
書
き
残

さ
れ
た
言
葉
は
「H

ere, in this holy 
place, I feel the underlying unity 
of all religions.

」
の
誤
り
で
、「unity

」

を
書
き
落
と
し
て
お
り
ま
し
た
。
③
表

３
ペ
ー
ジ
に
掲
載
の
「
一
般
社
団
法
人

日
本
私
立
大
学
連
盟
加
盟
大
学
一
覧
」

に
お
け
る
学
校
法
人
福
岡
大
学
が
設
置

す
る
大
学
は
「
福
岡
大
学
」、
学
校
法
人

福
岡
女
学
院
が
設
置
す
る
大
学
は
「
福

岡
女
学
院
大
学
と
福
岡
女
学
院
看
護
大

学
」
の
誤
り
で
し
た
。
お
詫
び
し
て
訂

正
い
た
し
ま
す
。

会
長
の
動
き
２
０
１
５
年

５
月
▼
６
月

【
全
私
学
連
合
（
全
私
連
）】

　

私
学
団
体
相
互
の
提
携
協
力
に
よ
っ
て
私
学

の
振
興
を
図
り
、
以
っ
て
文
化
の
昂
揚
に
寄
与

す
る
こ
と
を
目
的
に
１
９
５
５
年
６
月
に
設
立
。

私
立
大
学
団
体
連
合
会
、
日
本
私
立
短
期
大
学

協
会
、
日
本
私
立
中
学
高
等
学
校
連
合
会
、
日

本
私
立
小
学
校
連
合
会
、
全
日
本
私
立
幼
稚
園

連
合
会
の
５
団
体
に
よ
り
構
成
。

【
私
学
振
興
協
議
会
】

　

全
私
学
連
合
構
成
５
団
体
の
代
表
と
自
由
民

主
党
の
文
教
関
係
議
員
（
文
部
科
学
大
臣
経
験

者・

部
会
長
経
験
者
）
が
、
今
後
の
私
学
振
興

策
等
に
つ
い
て
意
見
交
換
す
る
場
と
し
て
、
２

０
１
３
年
に
発
足
。

【
日
本
私
立
大
学
団
体
連
合
会
（
私
大
団
連
）】

　

私
立
大
学
に
お
け
る
教
育
研
究
の
振
興
発
展

へ
の
寄
与
を
目
的
と
し
て
、
１
９
８
４
年
４
月

に
設
立
。
一
般
社
団
法
人
日
本
私
立
大
学
連
盟

及
び
日
本
私
立
大
学
協
会
に
よ
り
構
成
。

連盟ニュース
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第３回（福岡）　グローバル教育とは !?
10月17日（土）13:00　西南学院大学
※無料、定員予約制（200名）

基調講演 德川　家広氏　政治経済評論家、德川宗家19代

意見発表 大六野耕作氏　明治大学政治経済学部教授、グローバル人材育成教育学会副会長
大久保幸夫氏　リクルートワークス研究所所長

コーディネータ 本田　浩一氏　株式会社経済界 経営企画室室長

　文部科学省は、国際的な産業競争力の向上や国と国の絆の強化の基盤として、グローバルな
舞台に積極的に挑戦し活躍できる人材の育成を図るため、大学教育のグローバル化のための体
制整備を推進しています。
　国や企業が求めるグローバル人材と大学教育のなかで身に付けさせようとしているグローバ
ル教育が果たして同じ方向を向いているのか。グローバル企業が求める人材、大学が行うグ
ローバル教育を企業、大学それぞれの立場から検証します。

第５回（大阪）　前門に教養主義の衰退、後門に反知性主義
12月5日（土）13:00　関西大学
※無料、定員予約制（200名）

意見発表 竹内　　洋氏　関西大学名誉教授 ・ 京都大学教育学部名誉教授
白井　　聡氏　京都精華大学人文学部総合人文学科専任講師
森本あんり氏　国際基督教大学学務副学長

コーディネータ 西村　枝美氏　関西大学学長補佐 ・ 法学部教授

　「書を読み人格を陶冶せよ」。この教養主義が学生文化を支配していた時代が、日本にも間違
いなく存在しました。しかし現在、学生が持ち歩くのは教養書の代表格たる岩波文庫ではな
く、スマホであり、TOEIC や各種資格試験の対策本です。
　また昨今、日本の社会に反知性主義が跋扈しているとも指摘されています。
　そこで、知る、考える、そして行動することの土台を再考するための場を設けたいと思いま
す。この土台が、この原動力が、「書を読んで陶冶された人格」でないとすれば、何なのでしょう。

第４回（松山）　地域と元気を共有できる大学づくり
11月7日（土）13:00　松山大学
※無料、定員予約制（500名）

意見発表 葛見　雅之氏　財務省大臣官房総合政策課専門官
山内　太地氏　一般社団法人大学イノベーション研究所所長
柏木　正博氏　学校法人大正大学専務理事

コーディネータ 園田　雅江氏　社会保険労務士法人 人的資源研究所 代表社員（2015年８月より）

　18歳人口の急激な減少、大都市への人口流出の激化、さらに、2014年度には私立大学全体
の46％が定員割れとなっています。
　その一方で、大都市への学生集中を抑制し地方からの学生流出に歯止めをかけるべく定員超
過率の減少策や、複数の地方大学が地元の自治体や企業と連携して雇用創出など地元定着率を
上げる計画への支援など、地方創生の流れが特筆されます。
　このような中、「高等教育の拠点」「知の拠点」「学びの場」として、地域と元気を共有でき
る大学づくりについて、みなさんと共に考えます。
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お申し込みはこちら
※またはＷＥＢで「私大フォーラム」と検索ください。

日本私立大学連盟では、当法人の活動、私立大学の教育
研究、管理運営等にかかるさまざまな情報および国の高
等教育政策にかかる動向などの社会への発信とともに、
情報共有の推進を主目的として、今年度も「私立大学
フォーラム（全５回）」を開催します。

第１回（東京）　イノベーション人材と大学教育
8月29日（土）13:00　品川プリンスホテル

※無料、定員予約制（200名）
意見発表 松坂　浩史氏　文部科学省 大臣官房文部科学広報官

高橋　俊介氏　慶應義塾大学大学院政策 ・ メディア研究科特任教授
曽山　哲人氏　株式会社サイバーエージェント人材開発本部長

コーディネータ 池本　正純氏　専修大学経営学部教授

　これまで日本では、大学進学の目的として、上場企業への就職のしやすさということが暗黙
の了解としてありました。その表れが偏差値を物差しにした大学の序列づけです。
　当然、受験勉強の達成度を測る物差しに、人間の能力の評価を頼ることには大きな落とし穴
が伴います。企業の場でイノベーションを生みだしていくうえでの創造性や、新しく企業を立
ち上げていくうえでのたくましさといった、いまもっとも必要とされる能力の涵養が、そこで
は見失われているからです。横並びや過去の踏襲で経営をする時代ならまだしも、今やグロー
バルな競争にさらされる時代です。創造性やリーダーシップを培う教育とはどういうものなの
か、その点を今回のフォーラムで探ってみたいと思います。

第２回（名古屋）　働く女性支援と大学の役割
9月26日（土）12:50　中京大学
※無料、定員予約制（500名）

基調講演 坂東眞理子氏　昭和女子大学理事長 ・ 学長

意見発表 宮原　淳二氏　東レ経営研究所ダイバーシティ＆ワークライフバランス推進部部長
小川　智由氏　明治大学商学部教授、リバティアカデミー
　　　　　　　 「女性のためのスマートキャリアプログラム」コーディネータ

コーディネータ 大沢真知子氏　日本女子大学人間社会学部教授、現代女性キャリア研究所所長

　少子高齢化が進む時代、それに伴う生産年齢人口の減少を解決することが重要な課題となっ
ています。さらに、意欲と能力のある女性が社会で活躍するために、男女共同参画社会の実現
は必要不可欠です。
　大学より、女子学生のキャリア形成や、出産 ・ 育児 ・ 介護で離職した女性の学び直しへの支
援について、また、企業における女性の育成（進出）と労働環境の整備について提言いただ
き、女性の感性や能力をいかに発揮するか議論を深めます。

私立大学の明日を探る
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つ
い
５
年
ほ
ど
前
ま
で
、
私
は

社
会
人
学
生
を
主
な
対
象
と
す
る

大
学
院
の
教
務
を
担
当
し
て
い 

た
。
平
日
の
夜
間
や
土
曜
の
午
後

に
授
業
が
行
わ
れ
る
の
で
、
ほ
か

の
部
署
と
勤
務
時
間
や
休
日
が
異

な
る
体
制
で
あ
っ
た
。
体
調
、
生

活
面
で
は
苦
労
し
た
記
憶
が
あ
る
。

も
ち
ろ
ん
教
員
も
、
夜
の
10
時
近

く
ま
で
講
義
を
し
て
い
た
。
社
会

人
と
し
て
学
ぶ
と
い
う
こ
と
は
、

学
生
に
と
っ
て
も
厳
し
い
こ
と
だ

が
、
大
学
側
に
と
っ
て
も
そ
れ
な

り
に
大
変
な
こ
と
で
あ
る
。

　

高
等
学
校
を
卒
業
し
て
す
ぐ
に

入
学
す
る
学
生
に
対
し
て
は
大
学

の
慣
例
の
範
囲
で
通
用
し
て
い
る

や
り
方
で
あ
っ
て
も
、
社
会
人
学

生
に
は
通
じ
な
い
こ
と
が
あ
っ 

た
。
な
ら
ば
言
語
化
し
、
明
確
に

す
れ
ば
い
い
の
で
あ
る
。
ま
た
、

社
会
人
と
一
口
に
い
っ
て
も
さ
ま

ざ
ま
な
背
景
の
人
が
い
て
、
画
一

的
な
対
応
で
済
む
と
は
限
ら
な 

い
。
本
当
に
大
切
な
考
え
方
を

は
っ
き
り
さ
せ
、
そ
れ
以
外
は
思

い
切
っ
て
柔
軟
に
対
応
で
き
る
し

く
み
も
重
要
だ
。
職
員
と
し
て
社

会
人
学
生
へ
の
対
応
か
ら
多
く
を

学
ん
だ
と
思
う
。（
広
報・

情
報
部

門
会
議
（
大
学
時
報
）
委
員・

立

教
大
学
図
書
館
学
術
資
料
課 

木

村 

健
太
）

　
「
日
本
全
体
に
活
力
を
生
み
出
す

私
立
大
学
の
地
方
創
成
」
と
題
し
、

「
地
（
知
）
の
拠
点
整
備
事
業
」
に

採
択
を
さ
れ
た
４
つ
の
大
学
の
取

り
組
み
を
紹
介
し
た
。

　

国
の
地
方
創
生
に
お
け
る
戦
略

で
は
、
大
都
市
圏
へ
の
人
口
集
中

を
解
消
す
る
た
め
、
大
学
は
そ
の

シ
ー
ズ
を
提
供
す
る
こ
と
で
課
題

解
決
に
貢
献
す
る
こ
と
が
期
待
さ

れ
て
い
る
。

　

地
方
（
地
域
）
が
抱
え
る
課
題

は
す
べ
て
「
大
都
市
圏
へ
の
人
口

集
中
」→「
地
方
の
人
口
減
少
」
に

起
因
す
る
と
言
っ
て
よ
い
だ
ろ
う
。

し
か
し
、
だ
か
ら
と
言
っ
て
、
そ

の
解
決
策
が
す
べ
て
「
人
口
増
加
」

で
は
な
い
よ
う
に
思
う
。
地
方
（
地

域
）
に
は
そ
れ
ぞ
れ
の
歴
史
や
伝

統
、
強
み
な
ど
か
ら
「
あ
る
べ
き

姿
」
と
い
う
か
、「
そ
う
あ
り
た
い

形
」
と
い
う
も
の
が
あ
る
の
で
は

な
い
か
。

　

地
方
（
地
域
）
を
将
来
担
っ
て

い
く
の
は
誰
あ
ろ
う
若
者
（
大
学

生
）
で
あ
る
。
大
学
の
シ
ー
ズ
の

提
供
と
と
も
に
、
自
治
体
な
ど
と

と
も
に
「
そ
の
街
の
未
来
の
あ
る

べ
き
姿
」
を
考
え
て
い
く
場
の
創

出
、
そ
の
よ
う
な
場
へ
の
大
学
生

（
大
学
）
の
参
画
が
も
っ
と
活
発
に

な
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
思
う
。

（
広
報・
情
報
部
門
会
議
（
大
学
時

報
）
委
員・
関
西
学
院
大
学
高
大

接
続
セ
ン
タ
ー
課
長
補
佐 

筒

井 

弘
幸
）

　
「
自
分
が
大
学
生
だ
っ
た
頃
の
大

学
と
は
ど
ん
な
と
こ
ろ
だ
っ
た
か
」

と
問
わ
れ
た
と
き
、
思
い
浮
か
べ

る
大
学
の
イ
メ
ー
ジ
は
、
お
そ
ら

く
70
代
と
20
代
の
人
と
で
は
大
き

く
異
な
る
こ
と
だ
ろ
う
。
日
本
経

済
が
戦
後
復
興
、
高
度
成
長
、
バ

ブ
ル
景
気・

崩
壊
の
変
遷
を
辿
っ

て
き
た
よ
う
に
、
大
学
、
と
り
わ

け
「
私
立
大
学
」
も
ま
た
、
日
本

を
取
り
巻
く
環
境
、
そ
し
て
そ
の

時
代
に
お
け
る
社
会
の
要
請
に
応

え
つ
つ
変
化
し
、
現
在
に
至
っ
て

い
る
。

　

今
年
は
、
戦
後
70
年
の
節
目
の

年
。
そ
こ
で
、
今
号
は
「
戦
後
70

年
の
私
立
大
学
の
歴
史
、
果
た
し

て
き
た
役
割
を
振
り
返
る
」
と
題

し
た
座
談
会
を
開
催
し
た
。
造
詣

の
深
い
先
生
方
か
ら
お
話
を
伺
い
、

私
立
大
学
の
歩
ん
で
き
た
歴
史
と

先
人
た
ち
の
教
育
に
対
す
る
想
い

を
強
く
感
じ
る
内
容
と
な
っ
た
。

　

大
学
を
卒
業
し
て
か
ら
お
よ
そ

10
年
。
私
の
記
憶
に
あ
る
「
大
学
」

も
ま
た
、
す
で
に
過
去
の
も
の
な

の
だ
ろ
う
。
ま
し
て
、
大
学
進
学

を
希
望
す
る
子
ど
も
を
持
つ
親
の

大
学
観
と
な
れ
ば
よ
り
一
層
で
あ

ろ
う
。
だ
か
ら
こ
そ
「
大
学
と
は

ど
ん
な
と
こ
ろ
か
」
と
い
う
こ
と

を
、
常
に
社
会
に
対
し
て
見
え
る

形
で
最
新
の
情
報
を
発
信
し
続
け

て
い
く
こ
と
は
、
大
学
の
使
命
な

の
で
は
な
か
ろ
う
か
。（
日
本
私
立

大
学
連
盟
事
務
局 

春
名 

貴
明
）

次号
（9月号） 予告 ※内容は変更になる場合があります。

座談会	「４年制私立大学における看護師養成の未来」
特　集	「特徴ある正課外教育で学生を教育する」
小特集	「エコ ・キャンパスのいま」
表紙 ・大学点描 跡見学園女子大学　　だいがくのたから 梅花女子大学
クローズアップインタビュー：
	 「廣田　遥さん（	アテネ ・北京オリンピック	

元トランポリン日本代表選手、阪南大学職員）」

編
集
後
記
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2015
7月号

小　林　直　毅（法政大学社会学部教授）
大日方　聖　信（上智大学学術情報局長）
中　川　雄　弘（関西大学広報課長）
筒　井　弘　幸（関西学院大学高大接続センター入試課課長補佐）
赤　木　完　爾（慶應義塾大学法学部教授）
宇　高　泰　輔（神戸女学院大学図書館課長補佐）
高　野　和　子（明治大学文学部教授）
高　見　　　勲（南山大学理工学部教授）
兼　高　聖　雄（日本大学芸術学部教授）
木　村　健　太（立教大学図書館学術資料課）
片　岡　達　彦（立命館大学総務部広報課長）
芹　澤　　　剛（園田学園女子大学人間教育学部教授）
佐々木　ひとみ（早稲田大学キャリアセンター長）
山　下　隆　一（日本私立大学連盟事務局）
萩　原　恵　子（日本私立大学連盟事務局）
春　名　貴　明（日本私立大学連盟事務局）
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愛 知 大 学
亜 細 亜 大 学
青 山 学 院 大 学
跡見学園女子大学
梅 花 女 子 大 学
文 教 大 学
筑 紫 女 学 園 大 学
中 京 大 学
中 央 大 学
獨 協 大 学⎫	 ⎜
獨 協 医 科 大 学⎬	 ⎜姫 路 獨 協 大 学⎭
同 志 社 大 学⎫	 ⎬同 志 社 女 子 大 学⎭
フェリス女学院大学
福 岡 大 学
福 岡 女 学 院 大 学⎫	 ⎬福岡女学院看護大学⎭
学 習 院 大 学⎫	 ⎬学 習 院 女 子 大 学⎭
白 鷗 大 学
阪 南 大 学
広 島 女 学 院 大 学
広 島 修 道 大 学
法 政 大 学
兵 庫 医 科 大 学⎫	 ⎬兵 庫 医 療 大 学⎭
実 践 女 子 大 学
上 智 大 学
城 西 大 学⎫	 ⎬城 西 国 際 大 学⎭
順 天 堂 大 学
関 西 大 学
関 西 学 院 大 学
関 東 学 園 大 学
関 東 学 院 大 学
慶 應 義 塾 大 学
恵 泉 女 学 園 大 学
敬 和 学 園 大 学
神 戸 女 学 院 大 学
神戸海星女子学院大学

國 學 院 大 学
国 際 大 学
国 際 武 道 大 学
国 際 基 督 教 大 学
駒 澤 大 学⎫	 ⎬苫 小 牧 駒 澤 大 学⎭
皇 學 館 大 学
甲 南 大 学
久 留 米 大 学
共 立 女 子 大 学
京 都 産 業 大 学
京 都 精 華 大 学
京 都 橘 大 学
松 山 大 学
松山東雲女子大学
明 治 大 学
明 治 学 院 大 学
宮城学院女子大学
桃 山 学 院 大 学
武 蔵 大 学
武 蔵 野 大 学
武 蔵 野 美 術 大 学
名 古 屋 学 院 大 学
南 山 大 学
日 本 大 学
日 本 女 子 大 学
ノートルダム清心女子大学
大 阪 学 院 大 学
大 阪 医 科 大 学
大 阪 女 学 院 大 学
追 手 門 学 院 大 学
大 谷 大 学
立 教 大 学
立 正 大 学
立 命 館 大 学⎫	 ⎬立命館アジア太平洋大学⎭
龍 谷 大 学
流 通 科 学 大 学
流 通 経 済 大 学
西 武 文 理 大 学
聖 学 院 大 学

成 城 大 学
聖 カ タ リ ナ 大 学
成 蹊 大 学
西 南 学 院 大 学
清 泉 女 子 大 学
聖 心 女 子 大 学
専 修 大 学⎫	 ⎬石 巻 専 修 大 学⎭
芝 浦 工 業 大 学
白 百 合 女 子 大 学⎫	 ⎬仙台白百合女子大学⎭
昭 和 女 子 大 学
園田学園女子大学
創 価 大 学
大 正 大 学
拓 殖 大 学
天 理 大 学
東 邦 大 学
東 北 学 院 大 学
東北公益文科大学
東 海 大 学
常 磐 大 学
東京医療保健大学
東 京 女 子 大 学
東京女子医科大学
東 京 経 済 大 学
東 京 農 業 大 学⎫	 ⎬東 京 情 報 大 学⎭
東 京 歯 科 大 学
東 洋 大 学
東洋英和女学院大学
東 洋 学 園 大 学
豊 田 工 業 大 学
津 田 塾 大 学
和 光 大 学
早 稲 田 大 学
山 梨 英 和 大 学
四 日 市 大 学⎫	 ⎬四日市看護医療大学⎭

一般社団法人 日本私立大学連盟 加盟大学一覧 （大学名ＡＢＣ順 ｝は同一学校法人	）
（121大学　平成27年 7 月20日現在）
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